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繰り返し周波数（frep）が GHz 以上の光コムは、精密分光、天体観測、高精度マイクロ波発生な

どの応用で要求されている。モード同期ファイバレーザーを光源とした光コム（ファイバコム）

は、長期安定動作が可能で小型であるという実用性を有するため、光コムを用いた研究分野にお

いて広く用いられている。しかしながら、ファイバレーザーの共振器長の短尺化には物理的な制

約があるため、frepは 100 MHz 程度が一般的である。このような低い frepの増倍を行なうために、

ファブリーペロー共振器（FPC）による光コムのモードフィルタリングが広く用いられており、

数 10 GHz の frepを発生している[1]。これに対して、ファイバ共振器を用いた frepの高繰り返し化

の報告が近年されている[2]が、ファイバ共振器長の短尺化には物理的な制約があるため、frepの増

倍率 2 のみでの報告しかされていない。 

我々は、ファイバ共振器の短尺化における課題を解決するために、ファイバ共振器長をパルス

間隔距離よりも長く構成する、長尺ファイバ共振器を開発した。この構成により、図 1(a)に示す

ように、共振器モードとコムモードが一致したときだけ、コムモードが共振器から出力される。

frep = 48.73 MHz の Er ファイバコムに対して、ファイバ共振器長を光路長 7.38 m で構成すること

により、図 1(b)に示すように、243.65 MHz 間隔でのコムモードのフィルタリングに成功した。 

本研究は、JST, ERATO 美濃島知的光シンセサイザプロジェクトの助成を受けて実施された。 
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図 1 (a) 実験構成図、(b) ファイバ共振器により抜き出されたファイバコムの RF ビートスペクトル 

第64回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2017 パシフィコ横浜)16p-311-15 

© 2017年 応用物理学会 03-436 3.6

 


